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ありがとうございました！  

 初雪が降り、一気に寒さが身に染みる季節となりました。今

年も、いよいよ残すところ一週間ほどとなりました。 

 今年は、FIFA ワールドカップがカタールで開かれ、日本選手

の活躍に日本中が勇気をもらいました。 

 その一方で、いまだに収まる気配のない新型コロナウィルス

に関するニュースが続いた１年でもありました。 

 そのような中、本校では、大きな事

件・事故もなく、感染予防を行いながら

ですが、様々な教育活動を行うことができました。これもひとえ

に保護者・地域の皆様のご理解・ご支援のたまものと、深く感

謝申し上げます。今後も温かく見守っていただきますようお願

いします。 

ご家族での良い時間を大切に！  

 さて、これから年末年始を迎え、親族の集まりや家族で過ごす時間が多くあると思い

ます。以前、大変忙しくなるこの時期だからこそ子どもには、年末年始のお手伝いをさ

せ、人のために「役立つ経験」をさせることの大切さをお伝えしました。 

また、昨年は、「子どもが育つ魔法の言葉」（－ドロシー・ロ・ノルトー）から、「和気あい

あいとした家庭で育てば、子どもは、この世の中はいいところだと思えるようになる」と

いうお話を、お伝えしました。 

 年末年始の家族・親族の集まりで、久しぶりに成長した子どもの姿を見て「なんて大

きくなったんだろう」「なんてお利口なんだろう」と、大人たちがあげる声に、子どもは、

愛され、大切にされていることを実感します。 

また、ほめてくれたりかわいがってくれたりする親戚の人々の存在は、子どもにとっ

て強い味方であり、良い刺激となります。自分を

かわいがってくれる大人が多ければ多いほど、子

どもの心は豊かに成長していきます。 

自分を大切にして

くれる家族とのつな

がりのなかで、安心し

た楽しい時間を過ご

すことで、子どもたち

は、自分自身に自信を持ち、人と人とのつながりによろこび

を感じ、この世はいいところだと思えるようになっていくも

のだと思います。 

 是非、この冬休みは、家族や親族での年中行事を大切に、

和気あいあいとした時間をたくさん過ごしてみてください。 

 

 

 

 



一身田中学校区子ども人権フォーラム参加者の感想！ 

一身田中学校区の小中学校と高田中学校の代表が集まり、「みんなが安心して

自分の気持ちを伝えるためには」「言いたいことが言える仲間になれるように」

「本当のなかまとは」について、話し合いました。しっかり友だちの話を聞いて

自分の考えを堂々と話している栗真小の子どもたちが、誇らしく思えました。  

１月の行事予定             

 １０日（火） 3 学期始業式  11 時 40 分一斉下校   

 １１日（水） 給食開始  平常授業  

 １３日（金） 地震・津波避難訓練（縦避難）  

 1６日（月） 委員会活動  地震・津波避難訓練予備日  

 １９日（木） 薬物乱用防止教室６年  

 １９日（木） みえスタディチェック 5 年  

 ２１日（土）～２２日（日） 津市書初め展（津リージョン） 

 ２３日（月） 任命式  

 24 日（火） お話の会  

 26 日（木） 出会い学習（盲導犬）4 年  

 ２３日（月）～３１日（火） 人権を考える会  

 ２６日（木） つくば市立大曽根小・阿寒湖義務教育学校３校交流 1 年  

 ２７日（金） 入学説明会   １４時下校 1 年  

私は、栗真小学校の代表として、人権フォーラムに参加しました。・・・・グループで話し合う時、一身田小学校の人と一身田中学校

の人と私と○○ちゃんで話し合いました。大人数で話し合う時より意見が出やすかったです。また、班の人たちが優しくて、意見を言

った時にうなずいてくれたり、「確かに」と言ってくれたりしたので、嬉しかったです。仲間についてや信頼という言葉について話し合い

ました。内容が深くて難しかったけど、班の人と一緒に考えることができました。  

今回、「言いたいことが言える仲間になるために」というので話し合い、分かったことは、言いたいことが言えないことは、言い合える、言

いやすい「関係」を築くのが大切ということが分かりました。また、友だちに代弁してもらい，徐々に自分でもいえるようになったり、相手

のことを知ったり、自分のことを話したりしていいという意見があり、色々な方法があるなと思いました。でも、自分とあわない、きらいな

人とは、言い合える「関係」は築きにくいので、相手の良いところを見つけ、勝手に印象付けないのが大切で、仲間が増えていくのか

なと思いました。年上が多く緊張したけど、良い経験になりました。  

今日の人権フォーラムで思ったことは、最初は少しきんちょうして、いろいろな学校の人と話せなかったけど、自分から発表してみる

と、みんなに自分の意見を伝えるのが、楽しくなってきました。みんなの思っていることを聞くと「確かに」と思うこともありました。 

ぼくは、みんなの意見を聞いて思ったことがあります。それは、みんなのことを知る前にきっかけを作ればいいと思います。他の人が、ド

ッジボールの練習で友達が増えた事を言っていたので、そう思いました。また、人の好きなことを知り、それの話題を盛り上げていくこ

とも大事だと思いました。とてもいいけいけんになりました。  

人権フォーラムに参加するのは初めてだったけど、みんなと交流することができてうれしかったです。ぼくたちの分科会では、「本当の

仲間」や自分のもちあじについて考えました。「本当の仲間」とは、目標や達成したいことが同じでも違っても、協力し合い一緒に達成

できる集団だと考えました。本当の仲間になるためには、相手のことをしっかり理解したり、気を使いすぎないという意見が出ました。友

だちを作る上で、自然に話したりすると自然に友達ができるんだなと思いました。今回、人権フォーラムに出て、みんながそれぞれ違う

意見を持っていて、みんなの意見がとても勉強になりました。すごくいい経験をしたので、また、出たいです。  

私たちの班では、「みんなが安心して自分の気持ちを伝えるには」というテーマで話し合い、その中で信頼とはなんなのか考えました。

私のクラスでは、まわりに合わせて行動していること、自分の思っていることがはっきり言えないことが、課題になっています。私は、この

２つが課題になっているのは、クラスの人を信用できていない部分もあるからだと思っています。そして、みんなの相手を信頼できなかっ

た経験をきき、人に合わせて行動することは楽だけれど、やっぱり自分の意見を周りに流されずに伝えた方がいいということが分かりま

した。さらに、信頼関係を築くには、「友達になり、時間をかけて相手を知り自分を知ってもらうことで、頼り頼られる信頼関係を築ける」

ことを知りました。最後に、私は、周りに合わせず自分の意見を言うには、自分を大切にするべきだと改めて気づかされました。これか

らは、もっと自分も友達も大切にしていきたいです。今まで話したことのない人と話し、意見をもらえてとても嬉しかったです。  

初めて人権フォーラムに参加して、もっとみんなと話したいくらい新鮮で楽しいと思う時間でした。栗真小の卒業生が話しやすい感じ

を出してくれました。いつもクラスの話し合いは考えが予想できます。でも、今日のフォーラムでは、ぼくの考えもしなかった意見がたくさ

ん出ました。特に印象深かったのは、「本当の仲間とは？」というテーマで話し合っている時に出た「仲間は友達で友達は仲間」という

意見です。ぼくは、逆転の発想で思わず「おお～」とつぶやいてしましました。みんなの経験を聞くのは面白くためになりました。自分の

意見をいうのは、嬉しかったです。少し前は、赤の他人だったけど、フォーラムを通して仲のいいグループになりました。  

 

100 個のトイレットペーパー

に大変身！ 
 くるりんペーパー事業へのご

協力ありがとうございました。 

 本校では、SDG‘ｓに取り組ん

でいます。3 学期もよろしくお

願いします。 


